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「ちがいを豊かさに、一人ひとりが輝くまち」 

誰もがかけがえのない存在として尊重され、平和で心豊かに暮らせる社会の実現は、私たちの共

通の願いです。社会の国際化、情報化、多様化が進む中、インターネット上での新たな人権侵害、依

然として残る根強い偏見や格差が存在しています。私たちは、すべての人が平等に扱われ、多様性

が尊重される社会の形成に向け、自らと他者の尊厳を正しく理解し、差別を許さない社会的環境の

醸成に努めます。 

 

〇人権推進の３つのアプローチ 

1. 「学び」を「行動」へ変える人権教育・啓発の推進 

生涯学習の視点に立ち、幼児期から発達段階に応じた人権教育を推進します。単なる歴史や構

造の理解にとどまらず、「他者の痛みを感じ取る力」を養い、日常生活の行動に確実に根付く、実効

性のある啓発活動を展開します。 

 

2. 互いのちがいを認め、共に生きるまちづくりの推進 

性別、子ども、高齢者、障がい者、性的指向・性自認、国籍や民族などのあらゆる多様性を偏見

なく認め合います。言語や文化、生活習慣の違いを地域の豊かさとして活かし、誰もが自分らしく安

心して暮らせる「互いを尊重し、共に生きる社会」を築きます。 

 

3. 部落差別をはじめとする、あらゆる差別の解消と擁護体制の確立 

「部落差別解消推進法」などの趣旨に則り、未だ根強く残る部落差別をはじめとするあらゆる差

別の解消に向け、積極的な教育・啓発を推進します。さらに、ネット社会の被害や孤立といった新た

な人権課題に対しても、関係機関と連携・協働した「相談・支援体制」を強化し、人権擁護を実効的

に推進します。 


